
地球温暖化や資源の枯渇、種の絶滅が急速に進む今、未来を担う子ども
たちに地球を⼤切にする⼼を育てる環境教育が必要と考えます。

野⼭を歩きながら、⽣き物の⼤切さをゲームやパネル解説を交えて伝え
ます。地球環境問題や⽣態系の観点から、また人間が持つ五感をフルに
活用しながら、自然にふれあい、自然を感じるネイチャーガイドです。
ご希望のエリアでの実施が可能です。

畠山環境技術士事務所 http://birdtherapy.jimdo.com/

「⽊は切りすぎなければ繰り返し使うこと
ができます。ここに⽊を原料とした紙から
つくられた新聞紙があります。この新聞紙
をビリビリと破きます。でもおまじないの
⾔葉をかけると・・・。はい、この通り元
の１枚の新聞紙に戻りました」。マジック
を通して子どもたちに環境の⼤切さを伝え
ます。
ときには３Ｒおじさん、ときにはバードお
じさんとして登場します。

耳を澄まして声を聴いてみよう
（ジジュウカラ） 手のひらで⽊の肌に触れてみよう

（ヒメシャラ） 舌で⽊の実を味わってみよう
（ヤマグワ）

バードおじさん



地球環境問題の解決に向けた⽣物多様性保全や野鳥の話をフィールド現場
での体験を交えながらお話しします。

講演の事例
・「⽣物多様性の損失を食い止めるために、今、私たちができること」

2015年12月4日 東京経済⼤学 総合教育ワークショップ（⽣物学）
・「⽣物多様性ってなあに︖ 〜⽣き物の⼤切さを知ろう〜」

2016年7月16日 子ども⼤学常陸 など

畠山義彦のプロフィール

・1954年、神奈川県⼩⽥原市⽣まれ
・畠⼭環境技術士事務所 所⻑
・技術士（環境部門︓自然環境保全）
・日本⽣態学会 会員
・環境省パークボランティア

畠⼭環境技術士事務所
〒256-0802神奈川県⼩⽥原市⼩⽵822-101
Tel:0465-43-4109
e-mail︓bird.hatakeyama@jcom.zaq.ne.jp
Web︓http://birdtherapy.jimdo.com/
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・環境省パークボランティア
富士箱根伊⾖国⽴公園箱根地域にて自然ガイドを担当しています。

・環境省モニタリングサイト1000⾥地調査 調査員
近くの⾥⼭の植物調査を実施しています。

・日本野鳥の会 神奈川⽀部幹事
探鳥会のガイドをしています。

・日本自然保護協会 自然観察指導員
・⼩⽥原市環境審議会委員
・これまでの環境関連委員実績

・東京都環境局 ECO-TOP検討委員
・川崎市 ⽣物多様性地域戦略有識者会議委員
・川崎市 多摩川プラン委員
・八王子市 みどりの基本計画策定検討会委員


